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文化施設集約事業の進捗について 

 

 文化施設集約化の方針に基づく各施設（さざなみホール、野洲文化ホール及び野洲文

化小劇場）に対する事業の進捗、今後の予定等について説明します。 

 

 

１．さざなみホール 

 文化施設としての機能は廃止したうえで用途変更により利活用を図ります。 

 このことから、施設解体工事設計委託業務は、契約の解除に向けた事務を進めます。 

 また、機能廃止（条例施行日 R7.4.1）から新たな利活用（所管部）が決定するまでの

間は、普通財産として市民部（野洲市文化ホール）が施設の維持管理を行います。 

 

【解体工事設計業務の契約解除】 

 （１）業務概要 

    業務名称：令和６年度委第 26号 さざなみホール解体工事設計業務委託 

    履行期間：令和６年９月４日～令和７年３月２５日 

    受 託 者：川端建築計画 代表 川端 眞 

    委 託 料：２,０９０,０００円（税込） 

（２）委託業務を契約解除する理由 

    市長公約の一つに掲げられた「若い世代から選ばれるまち」の実現のため、

子育て世代の方々から意見が多い、子どもたちが室内で遊べる場所として、ホ

ール機能は廃止したうえで施設を解体せず改修し、雨でも楽しめる屋内木製遊

具施設等へ活用することとして改めて検討を進めます。 

（３）経過 

     契約締結、業務着手    ：令和６年 ９月 ４日 

     市長選挙投開票      ：    １０月１３日 

     受託者面談（状況説明）  ：    １０月１６日 

     市長就任         ：    １０月３１日 

     委託業務一時中止通知   ：    １１月 ８日 

     受託者面談（方向性の確認）：    １２月２６日 

     施設閉館         ：    １２月２７日 

  （４）事務の進め方 

      ① 契約解除に関して令和７年１月市議会全員協議会で説明します。 

② 受注者との協議を経て、出来高検査を行った後、契約を解除し、支払い（精



算）を行う予定です。 

③ 令和７年３月市議会全員協議会において結果、経過等を報告します。 

 

 

２．野洲文化ホール 

  大規模改修工事設計業務において改修内容、工期等について検討しています。 

なお、現施設は設備等の老朽化が顕著であり、継続した利用が困難な状態であるこ

とから、令和 7年４月から休館し、備品の移設等の改修工事に向けた準備作業を行い

ます。 

ただし、コミセンやすについては、令和７年 12月末まで通常どおり開館します。 

  

【業務概要】 

業務名称：令和６年度委第 25号  

     野洲文化ホール大規模改修工事及び野洲文化小劇場解体工事設計業務委託 

履行期間：令和６年９月４日～令和７年３月２５日 

受 託 者：㈱水原建築設計事務所 代表取締役社長 水原 脩 

委 託 料：１１,５０６,０００円（税込） 

 

 

３．野洲文化小劇場 

 施設解体工事の着工を令和８年度とし、令和７年度中は開館します。 

 このため令和７年度の施設利用について２月から順次一般予約を受け付けます。 

 

【理由】 

 令和６年５月に開催した市民ワークショップにおいても意見があった市内における

文化施設の空白期間に対する懸念への対応として、文化小劇場の運営継続の可否を検討

した結果、財源として活用する予定の公共施設等適正管理推進事業債の期限である令和

８年度中の工事施工が可能であるため 

 

【概略スケジュール】 
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